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ハルハモンゴル語のピッチアクセント＊

角　道　正　佳

Pitch　Accent　of　Khalkha　Mongolian

Masayoshi　KAKUDO

　　The　purpose　of　this　paper　is　to（圭escribe　theρitch　acce煎of　the　word　of

Modem　Khalkha　Mo鍛go玉ia捻based　on雄e　pitch　unit　which　is　different　neither

fじQm£he　syllable　nor重he燃ora．　The　rising　and　fa且ing　Pos圭tions　of　pi重ch　come　on

the　pi之cll　unit　boundary．［Ilhe　1段s亀P圭tch　unit　is　a正ways玉ow，　and　the癒st　pitch

unit　is　low　whell　the　word　consists　of　more　than重wo　pi重ch疑掘ts．　A猛亡he◎癒er

pitch　u組亀s　are麺gh．　The　fa1亙ng　pisitio豊ofpi毛ch孤ay　co組e　on　a　sy蕪abel　bounda・

ry　for　some　speakers　when　th．e　word　contai韮s　lo難g　vowel　or　diphtho血9：pitch

f譲1s　immediately　after　s魏ch　vowels．　The　rising　positio無of　pitch　comes　o簸a

sy且able　boundafy　when　there　is　an　emphatic　accen重：pitch　rises㎞mediately

before之he　stresse（i　syHable．　　Further　study　is　necessary　£o　describe　the　pitch

pat亀ems　of　compou11（至s　and　longer　string　than　word，Le．phrase，cla秘se，etc．

0．はじめに

本稿はモンゴル語の標準語とされているハルハ方欝のピッチアクセントを，音節ともモーラと

も違った単位（ピッチ単位）を認定することによって，配述しようとするものである．第1章で，

これまでモンゴル語のアクセントはどのように説朋されてきたかを概説し，第2章で，ピッチパ

タンの実態を述べ，ピッチ単位による分析を行う，そして第3章で，ピッチアクセントのゆれに

ついて，六圓発話による調査の結果及びその解釈を行う．オートセグメンタル・セオリーは，今

のままの形では，モンゴル語のピッチパタンの記述に有効ではないと思われるので，敢えて分析

を試みなかった．
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ハルハモンゴル語のピッチアクセント＊　（角道）

1．アクセントに閣する従来の説明

　モンゴル語のアクセントは，弁瑚的ではないといわれているが，アクセントがどこにあるかに

関しては学者によって意見が異なり，次のような立場がある．

（1）a、アクセントは強勢で，常に第一音節にある、たとえば｝繍M瓢（1968：41）によれば，

　　　t的ger，　batatgasagのように短母音だけから成る語はもちろん，嬉aarのように長母音

　　　を念む語でも，第一音節に強勢がある．第一蕎節が長母音のnざadamはもちろん第～音

　　　節に強1勢がある．

　　b．aと岡様に，第一音節が常に強いという以外に，　musical　accentが最後の音節にあると

　　　いう説明をするもの．

　　　　BaaAHMMpuoB（1929：7－8，64－66），　Sanzheyev（1973：23）

　　c．長母音や二重母音があれば，最初の長母鷺や二重母音に強勢があり，長母音や二璽母

　　　音がなければ，第～音節に強勢がある．POppe（1951：13＞，　Hangia（1968：22＞．この

　　　立場によると，agaarはag嵐arとなる．

　　d．長母音や二重母音があれば，最初の長母音や二重母音に強勢がある．長母音や二重母

　　　音がなければ，iを除く第二膏節に強勢がある．二音節語で第二音節が短かいiの場合は，

　　　第一音節に強勢がある。単音節語はその母音に強勢がある．Stuart（1957：69）

　　e．アクセントは，高低アクセントの要素が多く，開音飾語では後から二つめの音簿にア

　　　クセントがあり，閉音節語では最後の音節にアクセントがある．竹内・出柑（1957：

　　　18－20）．アクセントは高低とも強弱とも述べていないけれども，萩原（1975：16＞も岡

　　　じ立場である。

　　f．cの立場と基本的には岡じであるけれども，例外を認めるもの．　Vietze（1976：13－14）

　　g．アクセントの位置には規則性がないBKM6aeB（1913＞．

　　h．ブリヤ～ト方讐について，Poppe（1960：19）は，　cとは違った兇方をしている．すな

　　　わち，長母音や二重母音を二つ以上含む語では，後から二っめの長母音や二重母音が

　　　強い．たとえば，da痛gaarに対して，　dalaigざaraaのようになる．その他の点ではcと

　　　同じである。たとえば，xada，　xadぬr．なお，　Bosson（1962：ll＞は，岡じブリヤート

　　　方言についてcと岡じ説明をしている．

　これらのうちで，cが最も広くゆきわたっている見方であるように思われるが，どうしてこの

ように様々の晃方が存在するのであろうか。aの立場は，第一膏節は弱化しないというように言

い換えることができるように思われる。弱化しないというのは，モンゴル語の7つの母音のどれ
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もが，その位置に出現しうるという意味であり，あいまい舞音にならないということである．す

なわち，第一音節の母音を置き換えることによって，最小対立になっているような対を得ること

ができるということである。第二音節以下にも，あらゆる母音が起こりうるけれども，母音調粕

による交替形を数えなければ，短母音の対立は三つに減少する．すなわちiん～U／a～o～e～6．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヱ

teBgerのようなことばでは，強勢は実際には第二音節にあるのが普通であるけれども，第一音

簿の母音の音価は依然として開確であるのに対し．第二音節の母音は，極めてあいまいに発音さ

れる．agaarについて言うと，第一音節の母音の音価は，もちろんはっきりしているし，第二音節

の母音も岡様はっきりしている．第二音節が弱化しないというところに焦点をあてれば，cの立

場になるであろうと思われる．cの立場は，長母音や工重母音でも，語末に近いものはそうでな

いものと比べて，弱化の度合い（おそらく音価よりも音量のほうが影響を受けやすいものと思わ

れる）が大きいということを示唆しでいるといえよう．しかし，実際には，必らずしもそうなっ

ていないことが，hからうかがわれる．　dの後半の説明は，ピッチの上がりめを記述したものと

解釈できる．Stuartの考えに従うと，　graw，　m6ri，　m6riDのようになる筈である。このうちaraw，

m6ri，については納得できるけれども，　m6rigについてはさらに考察を要する．　eは，ピッチの

下がりめを記述したものであると解釈できる．しかし，残念なことに，単語の例がすべて文語形

に近い形で示されており，実際の発音とはかなりくい違うものがある．竹内・出村（1957：18－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3

20）の例を引用してみよう．

（2）　＃CGV’CIV＃

　　　　　ama　　口　　　6rne　　女

　　　　　誌me　廟　　　x6ni　　羊

　　＃C。VCIV’C＃

　　　　　or6s　　　露西亜

　　　　　ga海　　　地，場所

　　　　　bi61k　　書物

　　　　　9abar　　泥

　　＃CoVCEV’C韮V＃

　　　　　xeb61i　　腹

　　　　　ifmfidif　　ズボン

　　＃C，VC，VCIV’C＃

　　　　　6axi19ゑn　　電気

　　　　　tifgim61　　役人

　　＃C。VC圭VC韮VC達V℃＃

　　　　　amidura1　　　　生活

u1負s

xab負r

l重r血k

bu1会k

axa　　兄　　　6xe

yixe　　大きい

国
春
絵
泉

tamaxi　　煙草

Solong6s朝鮮

arsalan　獅子

yixetgesen　拡大した

母

xagas

eb血1

aral

ar衰xi

t6re

半分

冬

島

酒

Enetxek　印度

彼
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　　　　　　　　　　　　　ハ馬ハモンゴル語のビソチアクセント＊　　（角遜｝

「薬」ということばが例にあがっていないけれども，舳となるであろう．しかし，6me「女」

が開音節で，6m「薬」が閉音節であるというのは文語に影響された表記であり，環代語では「女」

と「Ptjは同音異義語である．　u1飴「国」は，　alsとも発音される．6axilgan「電気」以外には長

母音を含んだことばが例にあがっておらず，このことばは，たまたま最後の母音が長母音である

ので，長母蕎とアクセントの関係が，この説明でははっきりしない．ほぼ岡じ立場の萩原（1975

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3

：16）から引用してみよう．

（3＞　＃　CoV’ClV＃

＃C。VC注V’C＃

＃CoVCIV’CIV＃

君CoVqVqV’C＃

6餓e

G直Hai

eb琶l

Ga猛r

aG血1a

乞ahida1

女

豚

冬

土地

山

手紙

baGa

abu

ulGs

bicik

e6｛ge

tifgim61

小さい

父

国

本，書き物

父

富吏

　GaHai「豚」は確かに母音で終わることばであるけれども，この見方に従うのであれば，むし

ろGaH6iのほうが正しいように思われる．　aG丘la「山」に至っては，現代語の発音uulと著しく

かけはなれており，このことばを三音節語とみなすことには．同意しかねる．この説明に嗣いら

れている語は，文語形に依ったものであり，やはり，環代語を記述する方法としては妥当ではな

いと思われる．

　ピッチの下がり目を記述したと思われるものとしては，bのmusical　accentもそうであるが，

最後の音節にくるという点がeとは違い，しかもSanzheyev（1973二27）の説明によると，「特に，

質問，疑い，勧誘，皮肉が表現されているか，あるいは，論理的アクセント（新情報を伝える要

素と考えられる）がある場合に，breath－groupの最後に起こる」となっているので，　musical

accentはterminal　junctureの～種であると考えられる．

　gについては，まずBifM6aeBは長母音と短母音を区別していないことが多いという点に注意
　　　　　　　　　　　　　イ

する必要がある．長母音を含んだことばでは，通常そこにアクセントがあるというように記さ

れている．一方，短母音しか含んでいないことばについては，開音節語の最終音節にアクセント

が来ないという点を除くと，規則性は確かになさそうである．興昧深いのは，同じことばが意味

によってアクセントが違うものがあることである．

（4）モンゴル語

　　s旦HPTKX

　　BafiPTbifl

　　T響Mπ3Pも

　ロシア語

PaAy王皿HL蹴

PaAOGTHO－b磁

OTMeTKa

ページ

271

271

178
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TSiMA§rs

4AMMs

AnKMS

Xg6uac笛

Xo6腿c第

MeTKa

ff6arOKO

ArrefibC羅協

OAe｝KAa。

AMyH瓢IH

130

413

　2
164

　2

　B脳6aeBのこの書物は，露蒙辞典であるから，実際にはロシア語のほうが先に出ている．また，

モンゴル語の下線を引いた母音は，強勢を示している．こういった例から判断しセ，BHM6aeB

は，実際に聞こえたとおりに表詑したのではないかと思われる，この辞典は文字改革以前に出版

されており，アクセント以外にも，表記の面で興昧深いものを多く含んでいる．

2．モンゴル語のピッチパタン

　モンゴル語のピッチは，いったいどういうふうになっているのであろうか．いくつかの単語を

選び，そのピッチを表してみよう．ピッチがどこで上がり，どこで下がるかということは，大変

むずかしい問題である．なめらかに自然に上がり，なめらかに自然に下がるというのがホ当の姿

であろう．しかし，ここでは敢えて，上がり下がりの位置を明確に表してみようと思う．上がり

めと下がりめが音節の切れめではないという点が，弗常に大切な点である．＊をつけた形は，近
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う

畿地方嵐身のE体人学生がしがらな正しくない発音である。

（5＞亀 兄 擁　懲分の兄を　麺　兄によって　扱　自分の兄によって

＊璽
唖
勲

馬

良い

鍵なぜ
璽モンゴル
＊唖

頭b馬

壷美しい
＊動
＊1蝿
m　go｝ilig　モンゴルの

＊mODg　lili｛〕

　ax「兄」，　mori「罵」，　saigド良い」のような比較的短かいことばは，最初が高く，最後が低く

発音される．これに対し，比較的畏いことば（残りのすべて）は，最初が低く，次に高くなり，

最後がまた低く発音される．比較的短かいとか比較的長いとかいうあいまいな表現をしたのは，

これらが音節数では区別できないからである．moriもmoriDも二音節であるのに，　moriは高低

と発音され，morigは低高低と発音される．「女」も「薬」も共に高低と発音される．すなわち，「女」
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ハルハモンゴル語のピッチアクセント＊　　（角道）

を二音節で発音しようが（eme），一音節で発音しようが（em）同じピッチパタンを成し，「薬」

を一音節で発音しようが（em），出わたりの母音と付けて二音節で発音しようが（eme）岡じピッ

チパタンで発音される．このことだけから考えても，ピッチパタンは音節数とは無関係であるこ

とがわかる．saixag「美しい」は，動と発音されるのが普通であり，蝉亜と発音すると，

ずいぶんモンゴル語らしくなくなる．近畿地方慮身の学生が，後者のような発音をするのは，彼

らがこのモンゴル語の単語を低起式のことばとして受けとめているからであり，このことは

saixagが低く始まっていることを裏づけるものである．もしsaixa・Dが高く始まっていたなら，

甲種アクセントの持主である彼らは，この単語を高起式で受けとめ，Shfii51｝と発音するであろ

うと思われる．saixagの実際の発音は，　saの途中からすでにピッチの上昇が始まっている．

mori「馬」についても，　moの部分でピッチが上昇しているが，この単語が低起式として受けと

められなりのは，低起式でしかも第一モーラの直後にアクセント核があることばが存在しないた

　　　　おめである．

　比較的長いことばは，低く始まり，すぐに高くなるという特徴がある．このことはsaixagで

すでに述べたとおりであるが，axaaraa「自分の兄によって」を発るとさらにはっきりする．す

なわち，低く始まり，すぐに高くなってずっと高いところが続き，最後に低くなる．このパタン

は一型アクセントを連想させるものがある．甲種アクセントの話者が発音すると，ずっと低いと

ころが続き，1モーラだけ高くなってすぐに低くなる．以上の説明からわかるように，低く始まっ

てすぐに高くなるという事実を，最初の1モーラだけ低く，次のモーラから高くなるというぐあ

いに表現したのが，（5）の表である．上がる位置は，＃CV一であり，一のあとには何が続いてもよい．

（ただし長母音や二重母音はVVと表わされるものとする、）

（6）　＃C。V＿＿C…

　　＃　C，V＿CC…

　　＃CoV＿CCC…

　　＃CoV＿V…

Ino曹「lg

mo－9901

bo－1（琵mor

sa－ixag

ja－agaa（圭

馬

モンゴル

ひばり

美しい

なぜ

　次に，下がる位置であるが，これはモーラの定義にもよるけれども，語末から数えて1モーラ

前というわけにはいかない．axa－a「自分の兄を」，　saixa－g「美しい」，　mongo－1「モンゴル」な

どは，1モーラ前ともいえなくもないが，axa・ar「兄によって」，　jaaga・ad「なぜ」を1モーラ前と

いうことにすると，VVは2モ～ラであるが，　VVCも2モーラであることになる．ところが，　a－x「兄」

からわかるように，VCは2モーラでなければならないから，　VVCは3モーラであると考えるほう

が良いように思われる．そうすると，axa－a，　saixa－g．　mongo・1．　a・xでは1モーラ前で下がり，
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axa－a－r．　jaaga－a－dでは2モーラ前で下がるといわざるをえなくなる．2モーラ前で下がる場合は，

下がりめの蔭後が，長母音，二重母音の第二要素である場合に限られているようであるから，そ

のことを明記すればよいわけであるけれども，もっと違った晃方はできないであろうか．

　モンゴル語では，音節のはじめに子音が並ぶことがないから，音節の切れめは，単語を前から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア順に見ていき一CVの位置にあるということができる．（5）で示した単語を音節に分けると，（7）の

ようになる．

（7）ax

獄O－r1

saiB

jaa－gaad

mog・go1

a・xaa

mo－rig

sai－xag

mog－90－liig

a－xaar a－xaa－raa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
一方，モーラに分けると（8）のようになる．

（8）a－x

斑O－n

sa“1“9

ja－a－ga－a－d

mo－9－90－1

a－xa－a

職o棒「1℃

sa博1¶xa閉 9

mo－9－90－li－i－9

a－xa－a－r a曹xa・a・ra・a

　モーラの構成要素は，V，　CV，　Cであり，　Vは語頭及びVのあと，　Cは語末及びCの前の位置

で単独で1モーラを形成する，さて，上がりめと下がりめに関係する切れめは，（9）のようになる．

（9）a－X

mo－n

sa－10

ja－aga－ad

mo－1）90－1

a－xa－a

職o－ri－9

sa，1xa需9

mo・990・li－ig

a－xa－ar a－xa－ara－a

　語中に切れめが二つある場合，最初のものが上がりめに，最後のものが下がりめに対応する，

語中に切れめが一つだけある場合は，下がりめに対応する．a－xa・ara・a，　mo－ggo－li－igは，語中に

三ヵ所切れめがあるけれども，二つめの切れめは上がりめにも下がりめにも対応しない．この切

れめは，a－xa－ar，　mo－Dgo－1との平行性を保つために特に記してある．これらの切れめと切れめの

断片を「ピッチ単位」と呼んでおこう．ピッチ単位の構成要素は，V，　CV，　C，　VC，　VCV，
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ハルハモンゴル語のピッチァクセント＊　（角道）

CCVなどあって非常に複雑であるが，ピッチ単位の切れめを挿入する原理は大変簡単である．

ピッチ単位の切れめは，規則（10）によって一義的に挿入される．

　　　　　　　　　＃
　（1①　の→一／　　　　V
　　　　　　　　　C　　　一

　すなわち，単語を前から順に見ていき，CVの直後に切れめを挿入すればよいわけである．語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9頭子音がない場合を考慮して＃Vの直後という指定も記しておいた．

　語中に音節の切れめを持たない語（単音節語）は存在するが，語中にピッチ単位の切れめを持

　　　　　　　　　　　 ゆたない語は存在しない，axは単音節語であるが，ピッチ単位としては二つである（a－x）。　bi「私」，

ta「あなた」は実際には，　bii，taaと発音されるから，単音節語ではあるがピッチ単位としてはそ

れぞれb員，ta－aという二つの単位から構成されている．したがってどんな短かい単語でも，最

低ピッチ単位は2である．そしてこの場合，高低というピッチで発音される．ピッチ単位が3の単

語は低高低と発音され，ピッチ単位が4の単語は低高高低と発音される．この関係を図示すると，

（ll）のようになる．

　（11）　　　＊P

　　　　　回旦　　聖　　魂　　勲

　　　　121：PL9　　興　　麺　　蜘　　msliig6K鍾鞠　　1麹

　　　趣　　　扱　　m　golllig
　　　　P：ピツチ単イ立

　最後のPは必ず低く，最後から2っめのPは必ず高いという特徴がある．そしてピッチ単位が3

以上のものは，最初のPが必ず低く，真中のPが高い。これを実現化規則で表わすと次のように

なる．

（12）　（1＞　P、→H、

　　　　　すべてのPをHとマークせよ．ただしH：高

　　（2）H→L／　　　鉾

　　　　　最後のHをLに変えよ．ただしL：低

　　（3）H→L／＃　　　H

　　　　　Hの前にある最初のHをLに変えよ．
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派生例

　PP

　HH

　HL

PPP
HHH
H｝｛L

LHL

PPPP
HR｝王H

HHHL
LHI｛L

（1）

（2）

（3＞

ll　L LHL LHHL

㈲の表に対応する表を，モーラによる分析で示すと（13）のようになる．

（13）

堀
電

囎
戴

　
　
　
　
　
a
　
…
D

　
　
　
　
　
　
　
　
a
　
T
O s
，
？

　
　
ほ

ed
　
m

　

　

M

MMMMMM
MMMMMM

畿
豊
suragt§’d

趣
轟m　gO　1鞠

畿

動

　Mlつだけから構成される単語がないのは，ピッチ単位（P＞の場合と同じであるが，　Mが3以上

の単語は，ピッチの型が二種類あるという点，すなわち，最後から二つめが高いもの（a）と，最後

から三つめが高いもの（b＞とがあるという点が違う．大体においてb型は，最後の音節が長母音で

あるか二重母音であるといえるのであるが，圏ったことに次のようなものがあることである．

uls「国」は亜Σとも亜（興～蝿）とも発音される，モーラで分析すると，どちらの場合も3モー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユヒラで構成されていることになるので，前者がb型，後者がa型となる．　このことばは長母音や二

重母音を含んでいないから，なぜb型の発音もありうるのかの説明ができないことになる．ピッ

チ単位を嗣いると，司亙は亀興は豊となるから，ピッチパタンの違いはピッチ単位の数

の違いとして表わすことができる．ほかにもこういった例をあげると（瑚のようなものがある．

（14）（の

　　VCC（V）＃

軸
bifgd

㈲

VC（V）C（V）＃

亜bif9（u）d
～　　VC（V）C（V＃

～　飼旦
　　すべて
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t6wd

alb（a）

gomb（0）

m’ ang（a）

bag9（i）

ハルハモンゴル語のヒッチァクセント＊　　（角道〉

tOw（o）d

al（a）b（a）

gomb（0）

m／ ang（a）

bag9（i）

中心に

公務

ゴンボ（人名）

千

先生

　これらの単語のうち，bifgd，　t6■d，　alb（a）などは，母音が挿入されて，　bug湿，　tdw6d，　alab（a）

のようにも発音されうるので，ピッチ単位が増えることになるが，gomb（o），㎡agg（a）のような

homorganicな子音結合に母音が割り込むとは考えにくい．これがピッチ単位による分析の難点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12であるが，そこで次のような任意規則を設けることにしよう．

（15）　V－CC（V）＃→
V－C－C（V）＃

V　C－C（V）＃
（任意的）

　この規則がどういう条件で適用されるかは，今のところはっきりはわからないが，文語形で

VCVC（V）＃という音節構造を持っていることばは，この規則の適用を受けやすいという傾向が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まヨあるようである．たとえば「チベット」は文語形でtobedという形であるが，　このことばを圏

の（ii）型の発音ですると，「申心に」（文語形でtob　dif）と区別できることになる．しかし，文語形

でVCVC（V＞＃という形を持っていないalb（a）（文語形でalba）gomb（o＞（文語形でγombo）のよ

うなことばでも，㈹のくii）型の発音になりうるし，しかもbag9のように9が無声化しままで

璽一磯と発音されるものがあるので，文語における音節構造は決めてにはなりえない．「権

利」亟一司Σ一亜（文語形erke）と「探す」轟（文語形erikのを比較すると，文語形において

vcc（v）のものは（i）型と（ii）型の発音があり，文語形においてvcvc（v）のものは，（ii）型の発

音をするといえるように思われるかもしれないけれども，「取る」轟（文語形abqu）と「行く」

醗（文語形yabuqu）とを比べてみると，必ずしもそうなっていないことがわかる．　guix「頼む」

（γ　uyuqu）は盛と発音され，　gui∬走る」（gifyttkif）も唖と発音される．・一一方saiD　「良い」（sayin）

は，鋤とはなりえない．1‘・・il・アイル・，　aaw・父・は，塾勉以外1・亜亜と醗音されう

るので，規則㈲とは別に，規則⑯が必要になる．

㈹　V－VC＃→V－V－C＃　（任意的）

規則㈲と違うのは，第一音節が長母音や二重母音の場合は，わりあいにはっきりピッチの上昇が

感じられるので，→の右側にVV－C＃という形がないことである．やはり，どういう条件でこの

規則が適用されるのかはよくわからない．曝「喜び」との区別をきわだたせるために，恥陽

所」が盛とばなりにくいというような傾向はありそうである．同様に，竜「ほかの」に対して，

－S｝illl6111「壊」．　dw6rと66rの区別はwの有無というよりは，ピッチパタンの違いによるもののほう
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が大きいように思われる。

　以上述べたのは，いわゆる無標のピッチパタンであるが，第3章で示すように，単独で発音し

た場合，長母音や二重母音を含んでいることばについては，最初の長母音や二重母音の直後の音

節境界でピッチが下がるという発音がむしろ無標の型になっているという話者もいる．この場合，

強勢が（1＞cの型に従い，強勢のある位置にピッチの最高部がきれいに一致したものと考えられる．

naadam「ナーダム」が，　E5hgguではなく亜となるし，6n66dOr「きょう」，　temeegeer「ラク

ダによって」がそれぞれ，silll65SPt，　t　e　geerとなるので，ピッチの上がりめは，ピッチ単位の

切れめ（（6）を参照）に一致し，ピッチの下がりめは，強勢のある音節の直後にあることになる．

しかし，X6r6bg（d）「資本」は，　Xd　Ogg（0）とはならず，　X　O　g（6）－X　°Bg（0）となるから，強勢

の位置が完全に（1）cに従っているわけではない。すなわち，

（1）1．長母音や二重母音があれば，最初の長母音や二重母音に強勢があり，長母奮や二重母音

　　　がなければ，閉音節語では最後の音節，開音節語では最後から二番めの音節に強勢があ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］5　　　るかあるいは，第一音節に強勢がある．

ピッチパタンに関しては，次のようになっていると思われる．

（17）語頭，語中の長母音，二重母音に強勢がある場合，ピッチの上がりめは，最初のピッチ単

　　位の直後にあり，ピッチの下がりめは，強勢のある音節の直後の音節境界にある．それ以

　　外の場合，ピッチパタンは，（11）に従う．すなわち，tenee「ラクダ」は，劇ではなく，

　　壷となる・

〈17）において，「それ以外の場合」には，長母音や二重母音を含まないこどばも該当する．

　強調の強勢がある場合には，ピッチの上がりめも音節境界に一致しうる．たとえば，bai　2　e「で

あったj．このことから，音節はモンゴル語においては強勢に関与的な単位であると考えられる．

　㈲だけでは説朋できないものとして，次に複合語について考察してみよう．「ウランバートル」

は，　laambaat　rとも　laa　aatarとも1幽Lとも発音される．同様に，　mdgxbilig（人名）

は，mBxbilqgよりはむしろmo　xbillgあるいはm6，xb　l　gのように発音される．ad2　axui「経済」

やuls　tdr「政治」は，わかち書きをするけれども，一語のように発音される．すなわち，越垂

亟司鹸雇ではなく，　活ax1，lstrと発音される．「アルファベット」は，tsgntlgiある

いはtS　　n　tolgoiと発音されるから，すべての複合語が一語のように発音されるわけではない．

一語のように発音されるという表現は正確ではないけれども，ピッチの山が一ヵ所しかできない

というほどの意味である．しかし，gilreenldeer「机の上に」のようなものもあるので，この書い方

も正確ではない，ピッチの山が一ヵ所だけできる範囲を「ピッチアクセント句」と呼ぶことにす
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ると，「ピッチアクセント句は，母音調和の及ぶ領域よりも大きいけれども，語境界よりも小さ

い場合がある．複合語の場合についていえば，最初の語彙要素の長さが関係しているように思わ

れる．この関係を図示すると，次のようになるであろう．

（1S）

母音調和の及ぶ領域

ピッチアクセント句

語の領域

員
一
一
一

ts　　nt　gl

一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16　複合語については，まだ不明の点が多いので，今はこれ以上は追求しないことにする．

　bas　l，　mdn　1のようなことばは，1が成節子音として発音されれば，　SiEL轟ユのようにもな

りうるが，通常蝸，鋼ユのように発音される．これは．sireen　deerF机の上に」と岡じように，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17ピッチアクセント旬が全体で一つである例である．

　文中では，（11）の最後のPが低くならなかったり，下がりめが遅れるものがある．後者の例とし

ては，魂「年に」，＄9FEi69tllEl［　「泥によって」のような例があげられるであろう．　ピッチ単位は，

音節ともモーラとも違うことは，すでに述べたとおりであるが，これら三つの単位はどういう関

係になっているのであろうか．ピッチ単位とモーラの関係は，比較的簡単である．すなわち，ピッ

チ単位の切れめは必ずモーラの切れめに～致している．しかし逆は真ではない，（8）と（9＞とを比べ

るとわかるように，axaar「兄によって」は，モーラに分けると，　a－xa－a－r，ピッチ巣位に分けると，

a・xa・arであるから，　rの前にあるモーラの切れめに対応するピッチ単位の切れめは存在しない．

arがピッチ単位では一つの単位を成すからこそ，うしろから二つめのPが常に高いということが

いえるのである．a－xa－ara・a「自分の兄によって」のaraのように，直観的には意味を成しがたい

ような音連鎖が一つの単位になっているのは，ピッチの下がりめを，単語のうしろから規定する

ことが大変困難だからである．すなわち，ピッチの上がりめを表わす（6）のような表に対して，ピッ

チの下がりめを表わすような表を書くことが認難だからである．しかし，（10）によって単語を前か

ら後の方向に切断していくと，ピッチの下がりめはうまく規定できることになる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　183．六回発話によるモンゴル語のピッチパタン

　2章の（11）で示されているパタンは，無標のパタンであった．axとかmoriとかmorinのような

ことばは，何度発音してもらっても，誰が発音しても，ピッチが下がる位置に大きな変化はない．

ulsとかailなどは，これに対して，少なくとも二通りの発音がある．㈲，⑯の規則がそのこと

を示している．長母音や二重母音を含んだことばでは，発音に個人差がありそうである。この実

態を調べるために，六回発話による調査を試みた。六回発話というのは，岡じ単語が六回，違っ
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た順序で嵐てくるように配列したものを，何人かの人に読んでもらい，岡じ単語にどれぐらいの

発音上のバリエーションがあるかを知るための一つの手段である．用意した単語は42燭あり，これ

を21個ずつの二つのグル～プ（1～6及び7～12）に分けて，次のように配列した．1には，21個のそ

れぞれ異なる単語をランダムに配列し，2には，同じ21個の単語を違ったふうにランダムに配列

する，これを6通り行う．ある単語は1から6までのどのグループにも一回だけ現れる．しかもそ

の現われ方は6回とも違っている．岡じようにして残りの21個の単語を，7から12までのグループ

にランダムに配列する．こうして，ひとりがのべ252語を発音することになる．岡じことを何人

かの入にやってもらったのであるが，ここではその中から三人を選び，各個入がどの単語を，ど

ういうバリエーションで，何嗣発音したかを示してみようと思う．どの発音が何番めに出てき

たかはさほど重要ではないと思われるので，発音した順序は示さない．（19）は用意した42個の単語

を示している．㈹の表においてハイフンは，ピッチの下がりめの位置を表わしている．

（19）

aaw

bUgd

jaagaad

6n66d6r

ail

gombo

naadam

erex

magga

XQroggQ

bag§

alba

erx

t6wd

aimag

aggi

uudam

guix

siireg

uls

Uil

surguul’aasaa

tegeed　1

］awtsgaagaarai

ad乏iltag

xen　l

temdegleegUi

giigU嚢Iegt蓉

OjuutaD

sexeeteg

ulaanbaatar

amd乏aagifi

temeegeer

temeegeeree

ort蓉uulaarai

daraagaar

X昼leegeerei

uitag

am’tag

　

SO「oogoor

m6n　l

bas　1
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⑳

u－ls

1

6

∬

6

皿

6

bU－gd
bUg－d

bag－§

像
ま
5

6

6

6

6

6

tb－wd
t6w－d

　　　　レ
ag’91

9Q－mbo
gom－bo

5
16
り

0
3

＝
」

－

6

6

＿
5
6

6

t

ma曽 ggat

m　a9　’ga

al－ba
alba

er霞X

9
翻
4
6

6

6

6

6

6

亡
」

－

6

ere曹X
6 6 6

a－aw
aa－w

6 －
ご
ひ 4
2a－iI

ai－1

－
徹
Q

6 6

Ui一至 6 6 6

gu富Ix
　ロ　ロ　コ

9UX“X

－
爽
》 6 6

xorog－90
xoro－990
xorODgO

6 6

ζ
ゾ
ー

naa－dam
naada－m
naadam

6
6 5

　
w
t

a1－mag
alma’9

6

6 6

uu－dam
uuda－m
uudam

6
6

5
1

Sll“「eg
　　　り　　　

Sll「e“9

6
6 6

b’　n6b－d6r

6n66d6－r

6
6 6

jaa－gaad
jaaga－ad

temee－－geer
temeege－er
temeegeer

6

6

6

3
3

6

5
／
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temee－geeree
temeegeere－e

　

soroO－goor
　

SO「0090冨O「
　

sorOOgOO－r

daraa－gaar
daraaga－ar

surgUU圃1／aasaa
surguul／aa－saa
surguul’aasa－a

temdeg－｝eegUi
temdeglee－g揃
temdeg｝eeg慕一i

temdeg玉eegUi

amdZaa－9慧i
amd乏aag亘一i

jawtsgaa－gaaral
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

jawtsgaagaara－1

ort§UU－laarai
ort§UUlaara－i

xUlee－geerei
xtlleegeere－i

OjUU－tag
　　

Ojuuta－9
　　　

o〕uutag

sexee－teg
sexeete輔9

　　
の

u1・taD
ulta－9
uitag

，

am’ ta－0
　　　ノ

am　taD　→
am’ tag　ブ

adEi｝－tag
ad乏圭王ta－9

gii－9嚢昼legt首

9まigUU｝e－gt蓉

uユaan－baatar

ulaanbaata－r

bas－1

m6n－1

xen－1

6

6

6

6

9
ρ
娃

6

6

6

6

6

6

6

6

－
　
u
t

6

6

6

6

6

9
0
3

O
a
9
σ

00
3

5

1

4
N
4
9
n
5
k
4
N
5
1皿J
l

つ
G
3
6

6

6

6

環
）
－

6

6

6

この調査から次のことがいえる．

VCC（V）＃ 及びVVC（V）＃型

1．全員が六回共一致しているものは次のとおりである．
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　　　　U－1S，　ap・gi，　er－X，　ui－1，

2。PPよりもPPPのほうが一般的だと思われる単語は次のとおりである．

　　　　bug鼻d，　gom－b（o），m吾0－9（a＞，al・b〈a），ai・1，gui－x

3．t6wdは，被験者1，難では，　tO－wd被験者Bでは，　tOw－dのほうが多く現われた．

4．aawについては，　a・aw・・一　aa－wのうち，どちらが無標かこのデータからは決めがたい．

　長母音，二重母音を含む語については，個人別に見たほうが，傾陶がはっきりするようである．

被験者1は，最初の長母音もしくは二重母音の直後でピッチが下がる傾向がある．たとえば，

naa－dam，　sii－reg，6n66－d6r，　jaa－gaad，　temee－geer，　daraa．gaar，　gii．guulegt§などを六回共この発音

でしている．下がりめは，ulaam・baatarのような複合語を除くと，長母音または二重母音の直後

にあるが，temdeglee－gifiに対して，　temdeg－1eegUiという発音が二回見られるし，またx6r6n－

g6をxdrd・D96ではなくX6rd9－g6と六回とも発音していることを考えると，音節の切れめで下

がっているとすべきなのかもしれない．この被験者は，aadarを単独でtS　aa・darと発音するけれ

ども，borooが続くと，　aada－rと発音する．これは，（ll＞の発音が無標の発音であることを示して

いるといえよう．

　被験者鼠は，被験者1ほど極端ではないが，やはり，最初の長母音または二重母音の直後でピッ

チが下がるというバリアントを持っている．たとえば，temee－geeree，　temdeglee－gifi，　surguu－

1’aasaaという発音が，無標のtemeegeere－e，　temdegleegtt－i，　surguul’aasa－aと共に現れる．被験

者庭の特徴は，長母音や二重母音を三つ以上含んである単語にっいては，最後のPの前で下がる

という無標の型と，最初の長母音または二重母音の直後で下がるという二つの型を持っているこ

とである．SUrgUUYaasa－a～SUrgUU－1’aaSaa，　jawtSgaagaara・i－　jaWtSgaa・gaarai，　XUleegeere－i～

xtilee－geereia

　被験者1登は，被験者ヨと岡じ特徴を持つ以外に一語ではあるけれども，s媛rguu1’aa－saaという

二つめの長母音の直後で下がる発音を六回のうち二圏している．さらにこの人の特徴として，

temeege－r，　g◎roogoo－rという発音がある．これらの無標の型は，　temeege－er，90roogo－orである

から，下がりめが遅れていることになる．am／tagの最後を下げない発音や，最後を上げた発音

が見られることから判断して，文中でポーズの前で起こりうるような発音が散発的に現れたもの

と解釈できる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注

＊　本稿は1978年秋，京都で鋸かれた日本モンゴル学会で口述発表したものに加筆したものである．すぐ次の藏ホモンゴル学

会で城生傭太郎，三上司潤氏による，オートセグメンタル・セオリーによる再分析が発蓑された．筆奢は残念なことにこの発

表を聞くことができなかったのであるが，hand　outを手に入れることができた．それによると，筆者がもっとも重要だと考

えていること，すなわち，ピッチの上がりめや下がりめは音節の切れめとは違う位置にあるということが全く配慮されていな

い。オートセグメンタル・セオリーによる分析が有効に機能するためには，association　iineを母音とだけ結ぶやり方ではなく，

ある場合には子音とも結ばなければならない，筆者は，ピッチを担うのは母音ではなく，ピッチ単位であることを主張してい

るのである．とくにオートセグメンタル・セオリーによる記述は必要でないと思われるので，［コ溢発表の時の分析をここに承
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すことにする．ただし，～部考え方が変わったところもあるので，口述発表の時のままではない．またいわゆる有標のピッチ

バタンについても，若干の調査の結果を示したいと思う．

1．現代モンゴル語の衰記は，ブイノウゴル協会の表記法を原則として使馬するが，長母音は，母音を二つ並べる方法で表わ

　してある．補助記母は省略した．氏6はそれぞれu，bによって表わした．　IPAと違うのは次のものである．

IPA

導

dE

t蓉

b’

∫

d3

t
∫

b
J

2．teggerをふつうに発音すると，物理的には，第一音節のほうが強いこともあるし，第二音節のほうが強いこともある．また，

　ag－’音節と第二音節がほぼ圃じ強さで発音されることもある．第二音節が第一音節と岡じ程度か，少し弱い程度なら，心

　理的には，第二音節に強勢があるように関こえる．第一音節に強勢があるように聞こえるためには，はるかに第～音節の

　ほうを強く発音しなければならないが，そういった発音はモンゴル語として不麹然である．また，第二音節のほうを，は

　るかに強く発音すると，もちろんそこに強勢があるように闘こえるが，この発音もモンゴル語としては不自然である．

3．文語の表詑法のうちでもっとも広く用いられているものと，竹内・幽村及び萩原の違いは次のようになっている．

q［q］

k［k］

γ〔G～K】

9［gl

6［し∫】

∫［〔15］

竹内・繊村

X

X

9

9

k（語末）

6

」

鯨
・
・
G

9

k（語末）

C

VZ

　　竹内・娼村の大文字は，闘膚名詞を表わしている．アクセントの表記は，実瞭には，竹内・出村では母音の遣前に’が付

　いているし，一方萩療では母音の直後に，が付いているのであるが，混乱を避けるために，母音の上に記すことにした，

4．334ページのeTallltTh｝！a・cwonsの項にnmtp3Hs　Aeaps　Ta6itxoとあるが，このAθ3p嘱ま長母音を記したものである．しかし，

　133ページのHa準の項にはll　3psとあるから，長母音の蓑言己には一貫性がなく，ごく少数の例にその表記が見られるにす

　ぎない．340ページのCTpo”Tbの項にあるEaftroyaxoのoy（実際はuu）も長母音を表記したものである．長母音を二っ以上

　含むことばは，アクセントは一ヵ所しか記されていないのがふつうである（116ページ03apaTb　rgryaxy）けれども短母

　音しか念んでいないことばが，二つのアクセントを持っているように記されているものもある．たとえば，2ページの

　Allaml31tponaThの項のffara6aPbaaxo。

5．卿種アクセントでない地方の出身者まで，近畿勉方出身者の多いゆで影響されて岡じように正しくない発音をすることが

　ある．

6．この点は，乙種アクセントに属する標準語においても，同じことがいえる．すなわち第一モーラの直後にアクセント核が

　あることばは，高く始まる．

7．語頭で子音が続かないからといって，語中でも音節の初めに子音が続かないということはいえないけれども，そう考えた

　ほうが音節の型が少なくてすむようである．しかし，いったいモンゴル語において音節は何を表しているのであろうか．

　詩は音節数がそろっていなくてもいいし，第何番めの音節にアクセントがあるというわけでもない。また，axはaxaとも

　axとも発音されるので同じことばが一音節だったIO　：音節だったりする．

8．服部（1951＞にならってハルハモンゴル語のモーラ分析を行なうと次のようになる．

a曽xa，　a・xa・a，　a畠xa魑a曽ra，　a－xa－a－ra”a

鳳O“n・mo’n’n，
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ハルハモンゴル語のビッチアクセント＊　　（角道〉

　　sa－1－D，　sa騨レxa°9，

　　ja▼a－ga－a－da

　　mo・9－ga－1a，　mo・9－ga－li－i・9

9．母音で始まることばにはすべて？が付いていると考えると，の→一／CV＿だけですむことになる．

10．接続詞ba「と」は単独で発音するとbaaとなるけれども，通常短かく発音される．たとえば，動1磯麗薩理継

11．服部式に表記しても，共にulasaとなるので購じことである．

12．通時的にはVCC＃ということばは移在しなくて，　VCVC〈V）かVCCV‡1である．これらが仮りに鋤＃趣＃

　というピッチをかつて持っていたとすると，鐙音脱落の結梁，ピッチの下がりめが前へ移動したということになる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塑弊〉迦鉾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽唯鉾　〉マ㎏＃

　スピードが速いほど（1）型になりやすいことを考えると，母音が残っているときが㈲型で脱落するとくD型になるといえなく

　もない．通暗的に▽勉曇というピッチパタンがあったとすると，かつてはピッチが音節の切れめで下がっていたことに

　なるけれども，こと裏付けがあるわけではない．

13．「チベット1は，現代語の正書法では，TYBaA，　TeBeA．　TeBllなどの綴り方がある．

14、現代モンゴル語の正轡法では，形動詞xの前には必ず母音が書かれなければならない．awaxとjawaxが瞬じピッチパタン

　になるのは，このことと無麗係ではないように思われる．しかし，guix，　guixも岡じパタンになり，さらにail，　ifilも同じ

　パタンになりうる事実は，どのように説明されるべきなのかよくわからない．

15．注2を参照．

16．ごく大まかにいうと，ピッチ単位が2の要素が葡にある場合は，金体で1ピッチアクセント句になり，ピッチ単｛立が3以上の

　要素が前にある場合は，全体で2ピッチアクセント句になる．たとえば．

PP率……

adZ　axui

uls　tdT

ard　ulS

ard　tifmeD

ad茗arn’dra蓋

bag9　9aw’

ix　surguul，

（全体で1ピッチアクセント句）

PPP幸……
aadar　boroo

etseg　ex

emgegex

（全体で2ピッチアクセント句〉

17．　「机の上に」を§ireenii　deerと発音すると，ピッチアクセント句は全体で二つになる．

18・六回発話の調査の肪についてcま，杉蕨代v先生に御教示をいただし・た。本当は，カードに一枚ずつ轡いたものを，ゆっ

　くりとめくっていって発音してもらうのであるが，種々の事情から残念ながら今膿はそれができなかった．
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